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で、 12月23日から17日間実施した。 10時45分から表側の展示水糟を、 1時
15分からパックヤードを案内・説明し (定員各10名) 、延べ表側114名、
裏側116名が参加した。


















4月23日 当館の情報が掲載された iK円SA1 1週間J (情報誌)の見本誌が逆付さ
れた。
4月23日 ビーチステーシヨ ン (白浜FMラジオ局)から「水族館パックヤード体
験学習」の実施要綱に関する電話取材があった。






















7月 2日 わかやまイベントボード(上記)に 「水族館パックヤード体験学習j
(3回分)と「夏休み解説ツアー」の実施要綱を登録した
7月 3日 紀伊民報がオナガウツボ (409号水樽)を取材した (7月7日付)。






7月29日 白浜町国際交流会一行 (1 2名)を案内した。
8月 6日 日本旅行(株)の依頼で、当館の外観と館内の写真をil付した。
8月 8日一13日 紀伊民報が、アカオニヒトデとアマミイセエビを取材した(8月21日付)。
8月22日 テレビ和歌山がタコ クラゲとアマミイセエピを取材した (26日放送)。























































7月27日 非常用 自家発電装置の制御装置の取り換えが行われた。 5月13日と6月
10日に、制御装置の不具合による誤作動運転があったため。
8月 2日 蛍光灯照明l基 (3波長形30W2灯)を、 306号水槽に展示したサカサク
1 
ラゲ用に取り付けた。












1月28日 空冷ヒートポンプチラーの運転を行い、第3 、 4水槽棟の第2~4循環系
統を 19~21 "Cに維持した。ボイラーも運転し、第 2水槽棟の各循環系統と
1 01 号水槽を 19~21 "Cに維持した。
1 2月14日 高圧受変電設備および低圧電気設備の定期点検を行った。点検中、停
電 (i:30-10:30) とし、 自家発電装置を運転して主要箇所に送電した。
12月25日・ 26日 第l水槽棟観賞通路のエアコンの更新工事が行われた。
4.収集・飼育・展示








90cm) が同居している。その後、年末までに 1~2個の卵 を 20回、計 30個
産んだ。なお、この水槽では、水温を年中15-16"Cに維持している。








































4月 4日 ナヌカザメ l尾が、 407号水槽に吊り下げていた卵か ら隣、化した。ただ
し、産卵白は特定できなかった。
4月 5日 オニハタタテダイ (410-2，3号水糟)が死亡した。全長13.8cm、体長
10.8cmo 2005年10月31日に岡本昭生さんから購入したもの (当時の全長
約7cm)。

























4月28日 ナヌカザメ2尾が鱗化した (302号水槽)。全長18.5cm(雌)、 17.Scm 
(雄)。ただし、それらの産卵日は特定できなかった。























































ら9月3日に5個体、 9月18日に9個体、 10月10日に2個体、 10月22日に2個
体、 1月8日に2個体(傘径12cm)採集し、追加展示した。













10月!日 長期飼育のロウニンアジl尾(雌、 101号水槽)が死亡した。全長92.3 
cm、体長80.3cm、湿重15.6kgo 1993年ごろに白浜町内の川口で、釣りに
より捕獲した幼魚(全長約15cm)から生育したもの。
10月 7日 小学生のア ンケートに答えるために、一日当りの餌料の重量を計算し
























I月 3日 ギンガメアジ9尾、カスミアジl尾 (101号水槽内に吊るしている「幼
魚育成いけすjの北側区画)が、大きな魚、に捕食されない全長40cm以上
のサイズに育ったので、いけすから解放した。






1月 8日 キンメヒメダイ (101号水織の「幼魚、育成いけすJ)が死亡した。全長
31. 4畑、体長26.6cm、 (側線有孔鱗数65) • 2003年5月23日、岡本昭生
さんから購入したもので、入館時の全長は約16cm。
1月 9日 カワハギ3尾(全長13-15cm)を、水槽の底砂で自然繁殖したニホンウ
ミケムシを駆除するために 215~217号水槽へ l 尾ずつ収容した。



























































オl尾 (5.5cm)、サザナミハギi尾 (4cm)、クラカケモンガラl尾(3.5 
cm、白浜町権現崎)。
8月 7日 梅畑善吉さん(白浜町、鮮魚商)よりハルシャガイ i個体(殻幅4cm)。

















3月 4日 220号水槽で展示中のアカオニナマコにナマコマルガザミ l個体が付着し
ていた。
3月15日-23日 トゲシャコl個体 (304号水槽。 2007年1月8日より隔離飼育)が、抱卵
した。
































入れたコ ンク リートブロッ クに産みつけられた。ロ クセンスズメ ダイ
(成魚 8尾)については6 月 6 日 ~10 月 26 日に、 オヤ ピッチ ャ(成魚 13fE) 






















































6月25日 夏休み解説ツアーの宣伝ポスター (町、600枚)を、 インターネットを
通じ業者に発注した。従来はA3用紙にコ ピー機でカ ラー印刷していた。
7月14日 台風4号の影響により波浪警報が発令され、 予定していた 「水族館磯採





9月21日 太田 満技術専門職員が、 日本動物学会から感謝状を贈呈された。
10月10日 金子篤史技師(美ら海水族館)を、バックヤー ドに案内した。
10月13日 増田元保副館長 (碧南海浜水族館)、樫井博係長 (東京動物園協
会)ら一行7名を案内した。
10月24日 「アクアすぽっ と !J (無料情報誌)に当館の情報を掲載し、館内で
配布することにした。





12月 5日 紀州博物館に、当館の歴史写真パネル30枚 (2005年に創設75周年記念
写真展で使用)を貸し出した (7日返却)
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